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温
泉
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
要
綱

第
一

土
地
の
掘
削
等
の
許
可
へ
の
条
件
の
付
与
等

都
道
府
県
知
事
は
、
土
地
の
掘
削
、
温
泉
の
ゆ
う
出
路
の
増
掘
、
動
力
の
設
置
又
は
温
泉
の
利
用
（
以
下
「
土
地
の
掘
削

等
」
と
い
う
。
）
の
許
可
に
条
件
を
付
す
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し
、
当
該
条
件
に
違
反
し
た
者
に
対
し
、
許
可
の
取
消
し

又
は
措
置
命
令
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
す
る
こ
と
。

（
第
四
条
第
三
項
、
第
九
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
十
五
条
第
四
項
並
び
に
第
三
十
一
条
第
一
項
及
び
第
二
項
関
係
）

第
二

承
継
規
定
の
新
設

土
地
の
掘
削
等
の
許
可
を
受
け
た
者
で
あ
る
法
人
又
は
個
人
に
つ
い
て
、
合
併
、
相
続
等
の
場
合
に
お
け
る
地
位
の
承
継

が
で
き
る
こ
と
と
す
る
こ
と
。

（
第
六
条
、
第
七
条
、
第
十
六
条
及
び
第
十
七
条
関
係
）

第
三

掲
示
項
目
の
追
加

施
設
内
に
掲
示
す
る
事
項
と
し
て
、
入
浴
又
は
飲
用
上
必
要
な
情
報
と
し
て
環
境
省
令
で
定
め
る
も
の
を
追
加
す
る
こ
と
。

（
第
十
八
条
第
一
項
関
係
）

第
四

定
期
的
な
温
泉
成
分
分
析
の
義
務
付
け
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温
泉
を
公
共
の
浴
用
又
は
飲
用
に
供
す
る
者
に
対
し
、
定
期
的
な
温
泉
成
分
分
析
及
び
そ
の
結
果
に
基
づ
く
掲
示
内
容
の

変
更
を
義
務
付
け
る
こ
と
。

（
第
十
八
条
第
三
項
関
係
）

第
五

罰
則

定
期
的
な
温
泉
成
分
分
析
に
係
る
罰
則
に
関
す
る
規
定
を
設
け
る
こ
と
。

（
第
四
十
一
条
関
係
）

第
六

附
則

一

こ
の
法
律
の
施
行
期
日
に
つ
い
て
定
め
る
こ
と
。

（
附
則
第
一
条
関
係
）

二

こ
の
法
律
の
施
行
の
際
現
に
温
泉
を
公
共
の
浴
用
又
は
飲
用
に
供
す
る
者
に
対
す
る
経
過
措
置
を
定
め
る
こ
と
。

（
附
則
第
二
条
関
係
）

三

政
府
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
後
五
年
を
経
過
し
た
場
合
に
お
い
て
、
新
法
の
施
行
の
状
況
を
勘
案
し
、
必
要
が
あ
る
と

認
め
る
と
き
は
、
新
法
の
規
定
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
こ

と
。

（
附
則
第
四
条
関
係
）


